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今
年
も
三
社
参
り
に
限
ら
ず
で
き
る
だ
け

多
く
の
神
社
を
参
拝
い
た
し
ま
す
が
、
神
様

の
ご
加
護
と
い
う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
、

神
社
仏
閣
へ
の
畏
敬
の
念
を
持
つ
こ
と
は
自

分
と
向
き
合
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
計
画

や
事
業
を
進
め
る
中
で
決
断
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
叡え

い
ち智
を
集
め
、

考
え
抜
い
た
結
果
と
し
て
の
決
断
で
も
、
時

や
環
境
が
整
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
の
日
常
生
活
で
も
ど
こ
か
に
神

様
の
存
在
を
意
識
さ
れ
る
時
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
今
年
の
干
支
は
難
儀
が
「
去
る
」
に

も
通
じ
る
よ
う
で
す
。
人
間
は
幸
せ
に
な
る

た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
か
ら
、
難
儀

に
遭
遇
し
た
時
こ
そ
今
年
の
干
支
を
思
い
出

し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
望
む
道
が
き
っ

と
開
け
る
で
し
ょ
う
。

　

伊
佐
市
は
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
し
て
か
ら

今
年
で
8
年
目
に
な
り
ま
す
。
川
内
川
が
中

央
を
流
れ
、
四
方
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
穏
や

か
な
皆
さ
ま
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
マ
ス
コ
ミ

な
ど
へ
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
り
、
高
校
生
が
活
躍
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
数

多
く
演
出
し
た
り
元
気
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

に
邁
進
し
て
い
ま
す
。
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
（
東
洋
経
済
新
報
社
）
で
は
今
年
も
3
年

連
続
の
県
内
1
位
が
達
成
で
き
る
よ
う
に
施

策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ

れ
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
伊
佐
市
を
内
外

へ
発
信
し
、
存
在
感
の
あ
る
地
方
自
治
体
と

し
て
、
雇
用
の
増
大
や
定
住
促
進
な
ど
地
方

創
生
の
計
画
・
実
施
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
一

緒
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
国
の
古
典｢

菜さ
い
こ
ん
た
ん

根
譚｣

に
〝
借
境
調
心
〟

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。｢

外
の
環
境
を

借
り
て
心
の
中
を
整
え
る
。
外
物
は
往
々
に

し
て
人
の
心
を
乱
す
も
の
だ
が
、
環
境
が
心

を
救
っ
て
く
れ
る
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
、

私
の
大
好
き
な
言
葉
で
す
。
申
年
生
ま
れ
の

特
徴
は
明
朗
活
発
で
好
奇
心
旺
盛
と
も
言
わ

れ
ま
す
が
、
猿
に
ま
つ
わ
る
慣
用
語
に
〝
意

馬
心
猿
〟
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
煩
悩

や
欲
望
が
激
し
く
、
心
の
乱
れ
を
抑
え
き
れ

な
い
こ
と
の
例
え
だ
そ
う
で
す
。
謙
虚
さ
と

強
い
思
い
と
日
々
の
努
力
を
怠
ら
な
い
た
め

に
も
、
〝
借
境
調
心
〟
を
胸
に
市
民
の
皆
さ

ま
を
私
の
心
を
整
え
る
環
境
と
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

年頭のごあいさつ
2016

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
年
が
希
望
に
あ
ふ
れ
、
穏
や
か
に

ス
タ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
の
干
支
は

十
二
支
の
9
番
目
に
な
る
申
（
猿
）
で
す

が
、
他
の
干
支
と
違
っ
て
神
様
を
意
識
す
る

の
が
「
申
」
で
す
。
そ
れ
は
「
申
」
は
「
神
」

の
由
来
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
ま
た
、
猿
は
馬
の
守
護
神
と
も
言
わ

れ
、
厩
舎
に
は
猿
が
飾
ら
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
60
年
程
前
に
な
り
ま
す
が
、
母
の
実
家

の
馬
小
屋
に
猿
の
絵
馬
が
あ
っ
た
よ
う
に
記

憶
し
て
い
ま
す
。「
申
」・「
猿
」
と
も
に
神

様
が
宿
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

馬
に
乗
り
猿
の
案
内
で
今
年
を
ス
タ
ー
ト

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
年
を
迎
え
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
の

こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

わ
が
国
に
お
き
ま
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

大
筋
合
意
、
安
全
保
障
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
抱
え
、
大
き
な
改
革
を
迫
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
特
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
関

し
ま
し
て
は
、
農
業
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、
政
府

に
よ
る
手
厚
い
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
が
始
ま

り
、
行
政
の
効
率
化
、
国
民
の
利
便
性
の
向

上
、
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現
が
推
進
さ

れ
る
も
の
と
期
待
し
、
円
滑
な
導
入
と
適
切

な
運
用
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

伊
佐
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
中
学
校
再
編

に
よ
り
大
口
中
学
校
、
山
野
中
学
校
、
大
口

南
中
学
校
の
３
校
が
閉
校
し
、
大
口
中
学
校

跡
に
新
た
に
大
口
中
央
中
学
校
が
開
校
し
、

順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
た
よ
う
で
、
今
後
の
飛

躍
発
展
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

８
月
に
は
近
年
に
な
い
強
い
台
風
15
号
の

直
撃
を
受
け
、
市
内
各
地
で
倒
木
及
び
倒
木

に
よ
る
停
電
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

被
害
を
受
け
た
市
民
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
11
月
に
は
第
30
回

国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま
２
０
１
５
が
開
幕
し
、

伊
佐
市
で
は
、
い
さ
演
劇
祭
と
し
て
榎
木
孝

明
氏
の
講
演
会
や『
紙
屋
悦
子
の
青
春
』、『
カ

ン
ヅ
メ
少
年
と
「
い
ざ
！
」
い
さ
宝
さ
が
し

の
旅
』
が
上
演
さ
れ
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

伊
佐
市
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
３
月
に
伊

佐
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

等
調
査
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
総
合
戦

略
の
基
本
と
な
る
デ
ー
タ
か
ら
調
査
を
始
め
、

鹿
児
島
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
や
鹿
児
島
県

大
隅
食
品
加
工
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
工
業

技
術
と
食
品
加
工
技
術
を
地
域
創
生
に
ど
の

よ
う
に
活
か
す
か
研
修
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
議
会
意
見
交
換
会
を
８
月
に
市
民
向
け

６
会
場
、
団
体
向
け
４
団
体
と
行
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
参
加
者
が
少
な
い
た
め
、
開
催
の

方
法
等
を
検
討
し
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
中
で
出

た
意
見
等
を
検
討
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

政
策
提
言
及
び
議
会
改
革
を
迅
速
果
断
に
行

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
11
月
に
は
伊
佐
市
市
長
選
挙
、

市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
か

ら
有
権
者
は
18
歳
以
上
と
な
り
ま
す
の
で
、

投
票
率
や
政
治
へ
の
無
関
心
化
な
ど
心
配
な

点
も
あ
り
ま
す
が
、
若
い
人
の
意
見
を
ど
の

よ
う
に
取
り
上
げ
政
策
に
結
び
付
け
て
行
く

か
が
課
題
に
な
り
ま
す
。
若
い
人
の
意
見
を

反
映
し
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う

に
大
所
高
所
か
ら
議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
一
層
の
ご

指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年頭のごあいさつ
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アイスカービングからアイスカービングから

　2015 年１月に第 20 回を迎えた「アイスカー
ビング」は実行委員会が解散しイベントは終了し
ました。
　しかし、長年愛されてきた氷の祭典を継続し先
輩たちの思いを次代に繋げたいと、若い世代が新
たな実行委員会を立ち上げました。

問い合わせ先   
アイスワールド実行委員会事務局（伊佐
市観光特産協会内）  　☎㉘２６００

内　容
　これまでのような氷像を制作展示する
のではなく、例えば ①氷と光の演出 ②
氷のステージで音楽やダンス など、地
元の高校生やアーティストなどとの共同
企画を計画中。
※詳しくは「広報いさ」１月15日号で
　お知らせします。

期　日　２月 13 日（土）

会　場　大口ふれあいセンター
             前広場

■この不在者投票をするには
　「郵便等投票証明書」の交
　付申請が必要です。
対象者   手帳等を持ち、次の表に該当する人
投票できる期間   
　選挙の公示（告示）日の翌日～投票日の前日

■上記の対象者のうち次に該当する人は、代理
　人が投票の記載をすることができます。

問い合わせ先　市民課選挙係　☎㉓１３１１

手帳等の種類 障がい名（障がいの程度）

身体障害者
手帳

上肢、視覚の障がい
（1 級）

戦傷病者
手帳

上肢、視覚の障がい
（特別項症～第 2 項症）

手帳等の種類 障がい名（障がいの程度）

身体障害者
手帳

  両下肢、体幹、移動機能の
  障がい（1 級または 2 級）

  心臓、じん臓、呼吸器、ぼう
  こう、直腸、小腸の障がい
  （1 級または 3 級）

  免疫、肝臓の障がい
  （1 級～ 3 級）

戦傷病者
手帳

  両下肢、体幹の障がい
  （特別項症～第 2 項症）

  心臓、じん臓、呼吸器、ぼう
  こう、直腸、小腸、肝臓の障
  がい（特別項症～第 3 項症）

介護保険
被保険者証   要介護状態区分（要介護 5）

自宅等で
不在者投票ができる

　「郵便等投票」

■詳しくは「ｉ広報紙 http://ikouhoushi.jp/」をご覧ください

▼統一 QR ｺｰﾄﾞ広報紙をもっと身近に
回

日

内    容

１ 12 月 19 日（土）
12 月 20 日（日）   ピザ窯の本体をつくる

  （レンガ積み、セメント塗り、薪の運搬・積み上げなど）

２ 12 月 26 日（土）
12 月 27 日（日）   粘土でピザ窯の表面をつくる

  （ねんど塗り、薪わり・積み上げなど）

３
   １月 10 日（日）   ピザ窯の表面を仕上げる  （しっくい塗りなど）

４
   １月 17 日（日）   ピザ窯を飾付け仕上げる

  （表面の仕上げ・模様つけなど）

　時間　13 時～ 16 時

　場所　旧大口南中学校駐輪場近く
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【お知らせ版】

お
知
ら
せ

農
業
集
落
排
水
の
届
出

　
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
使
用
人
数
の
変

更
等
が
あ
る
場
合
は
、
開
始
・
休
止
・
変
更

税　目

期

固定資産税

３期

国民健康保険税

５期

介護保険料〈１号〉
５期

後期高齢者医療保険料
５期

納期限   12 月 25 日（金）

４
０
０

ml献
血
に
ご
協
力
を

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

　
12
月

31
日
（
木
）
〜
平
成

28
年
１
月
３
日

（
日
）
は
、
ご
み
を
収
集
し
ま
せ
ん
。

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
ず
に
各
家
庭

で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

環
境
政
策
課
環
境
保
全
係
　
☎
㉒
１
０
６
０

日
　
　時
　
12
月

18
日
（
金
）

　
　
　
　
　
９
時

30
分
〜

12
時

30
分

場
　
　所
　
伊
佐
市
役
所
大
口
庁
舎
　
　

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係
　
☎
㉓
１
３
１
１

旧大口南中学校にピザ窯 をつくろう

等
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　
料
金
の
口
座
振
替
は
市
内
の
金
融
機
関
で

手
続
き
で
き
ま
す
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
住
宅
・
下
水
道
係
（
菱
刈
庁
舎
）

水
道
課
管
理
係
（
大
口
庁
舎
）

☎
㉓
１
３
１
１

問い合わせ先　企画政策課政策第１係　☎㉓１３１１

ピザ窯づくり日程

※日程は天候等により変更になる場合もあります。

　今年３月に閉校した大口南中学校は、子育てや交流、産業振興のための

交流拠点施設として生まれ変わります。

　その一つとして、みんなが集まって楽しむためのピザ窯づくりを行います。

○申込は必要ありません。作業できる服装で飲物等を持参してください。

○参加する回数は自由です。

大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷広報
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